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清
水
町
長
を
団
長
と
す
る
第
６
次
壬
生
町
海
外
行
政
視
察
団
凹
一
名
が
、
９

月
1
5
目
か
ら
2
4
口
ま
で
の
1
0
日
間
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
の
都
市
緑
化
等

の
現
状
を
視
察
し
、
国
際
的
な
認
識
と
理
解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
第
６
次
海
外
行
政
視
察
団
は
、
９
月

1
5
日
か
九
回
ま
で
の
1
0
日
間
、
イ
タ

リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
を
視
察
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
国
際
化
の
進
展
に
伴

い
、
地
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か

し
た
多
様
な
国
際
交
流
を
構
築
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
時
代
を
迎
え
、
住
民
に

最
も
身
近
な
行
政
主
体
と
し
て
、
住
民

の
国
際
理
解
の
促
進
、
国
際
交
流
開
運

情
報
や
国
際
交
流
の
機
会
の
提
供
を
回

り
、
国
際
的
視
野
を
広
げ
、
本
町
に
お

け
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
文
化
の
振
興

に
寄
与
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
３

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
回
の
視
察
の
目
的
は
、
黒
川
の
豊

か
な
水
と
緑
を
生
か
し
な
が
ら
、
河
畔

の
桜
堤
や
雄
琴
神
社
の
鎮
守
の
森
、
河

第
６
次
壬
生
町
海
外
行
政
視
察
団
の
皆
さ
ん
　
　
岸
跡
な
ど
の
歴
史
的
な
施
設
と
公
園
を
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つ
な
ぎ
、
文
化
の
薫
り
が
漂
う
憩
い
の

拠
点
作
り
を
目
指
し
て
整
備
中
で
あ
り

ま
す
東
雲
公
園
の
参
考
に
、
ま
た
、
平

成
1
2
年
（
西
暦
２
０
０
０
年
）
に
壬
生

総
合
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
す
、
国
内
最

大
級
の
花
と
緑
の
祭
典
『
第
1
7
回
全
国

都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
』
に
先
立
ち
、

国
際
的
感
覚
に
あ
ふ
れ
た
花
と
緑
が
彩

る
緑
化
フ
ェ
ア
と
す
る
た
め
、
そ
し
て
、

緑
豊
か
な
公
園
都
市
み
ぶ
の
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
視
察
で
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
時
酋
羅
や

自
然
環
塙
に
配
車
し
だ
公
庸
管
理

　
最
初
の
視
察
地
は
、
イ
タ
リ
ア
の
首

都
ロ
ー
マ
市
の
公
園
環
境
局
を
訪
問
し
、

遺
跡
と
緑
の
調
和
を
テ
ー
マ
に
説
明
を

受
け
ま
し
た
。
ロ
ー
マ
は
、
紀
元
前
７

０
０
年
頃
、
エ
ト
ル
リ
ア
人
が
古
代
オ

リ
エ
ン
ト
文
明
の
威
光
を
ま
と
っ
て
イ

ク
リ
ア
半
島
に
上
陸
し
、
紀
元
前
５
７

５
年
に
都
市
を
建
設
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
幾
多
の
勢
力
争
い
等
で
戦
争

が
繰
り
広
げ
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
紀
元
前
か
ら
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ

る
古
い
建
造
物
が
教
会
、
博
物
館
、
美

術
館
、
官
公
庁
施
設
等
に
利
用
さ
れ
、

古
都
ロ
ー
マ
の
イ
メ
九
ン
を
醸
し
出
し

て
い
ま
す
。
公
園
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、

そ
の
時
代
に
支
配
し
て
い
た
皇
帝
な
ど

が
庭
園
と
し
て
利
用
し
て
い
た
も
の
を
、

歴
史
的
背
景
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
建
造

物
と
一
体
と
な
っ
た
管
理
を
し
て
い
る

よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な

　
　
　
）

公
園
と
し
て
ヽ
枢
機
卿
に
任
じ
ら
れ
た
　
　
２

シ
エ
ナ
出
身
の
シ
ピ
オ
ー
ネ
ー
ボ
ル
ゲ

ー
ゼ
が
1
7
世
紀
に
道
っ
た
豪
壮
な
庭
園

で
あ
る
ボ
ル
ゲ
ー
ゼ
公
園
を
見
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
総
面
積
６
�
と

い
う
広
大
な
敷
地
に
は
森
や
池
が
散
在

し
、
美
術
館
、
博
物
館
も
あ
り
、
広
い

並
本
道
と
細
い
散
策
路
が
交
錯
し
、
年

代
が
感
じ
ら
れ
る
樫
の
本
や
カ
ラ
カ
サ

マ
ツ
が
心
地
よ
い
木
陰
を
つ
く
り
だ
し

て
い
ま
す
。
ロ
ー
マ
に
は
、
こ
の
よ
う

な
公
園
が
大
小
併
せ
て
約
２
０
０
箇
所

あ
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
立
地
条
件
、

時
代
背
景
な
ど
を
考
慮
し
た
、
ま
た
、

自
然
環
境
を
配
慮
し
た
公
園
管
理
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
イ
タ
リ
ア
で
は
、
も
う
Ｉ
箇
所
、
フ

ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
公
園
管
理
局
緑
地
縁
を

訪
問
し
、
ピ
ッ
テ
ィ
宮
殿
内
に
あ
る
ボ

ー
ボ
リ
庭
園
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
ま

し
た
が
、
ロ
ー
マ
と
同
じ
よ
う
に
あ
ま

り
手
を
加
え
ず
に
自
然
の
ま
ま
の
管
理

を
心
掛
け
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
次
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
パ
リ
市
の

モ
ン
Ｙ
・
‐
公
園
に
て
公
園
管
理
と
緑
の

普
及
・
維
持
に
つ
い
て
、
技
術
者
の
総

責
任
者
に
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
パ
リ
市
の
総
予
算
額
は
、
約
２
５
０

イ
タ
リ
ー
ノ
・
フ
ラ
ヽ
　
｝
膏
視
察
し
．
て



億
フ
ラ
ン
（
約
５
、
２
５
０
億
円
）
で

あ
り
、
そ
の
内
、
公
園
管
理
費
は
約
1
0

億
フ
ラ
ン
　
（
約
２
１
０
億
円
）
　
で
す
。

こ
こ
2
0
年
前
よ
り
以
前
の
面
積
の
5
0
％

増
の
１
５
０
ｈ
を
公
園
と
し
て
整
備
し

て
き
た
そ
う
で
す
。
現
在
、
公
団
結
面

積
約
４
０
０
ｈ
を
４
、
０
０
０
人
の
職

員
が
1
0
人
前
後
の
班
体
制
で
管
理
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
市
長
の
緑
豊

か
な
公
園
都
市
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て

い
る
の
が
窺
え
ま
し
た
。

　
パ
リ
で
は
、
昔
か
ら
街
の
将
来
像
を

都
市
計
画
で
定
め
て
お
り
、
下
水
道
の

整
備
、
電
線
の
地
中
化
、
建
造
物
の
景

観
等
は
勿
論
の
こ
と
、
市
内
の
施
設
、

例
え
ば
大
規
模
な
工
場
等
が
郊
外
に
移

転
す
れ
ば
、
そ
の
跡
地
を
買
収
し
、
そ
の

地
区
の
用
途
に
あ
っ
た
住
宅
地
な
り
企

業
用
地
に
開
発
し
、
そ
の
利
益
で
そ
こ

の
公
園
整
備
を
図
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
モ

ン
ソ
ー
公
園
は
、
８
・
５
ｈ
の
中
規
模

な
公
園
で
、
周
辺
が
閑
静
な
高
級
住
宅

街
で
あ
り
、
人
口
に
は
ロ
ト
ン
ド
と
呼

ば
れ
、
か
つ
て
パ
リ
に
入
場
す
る
と
き

に
市
税
を
徴
収
し
た
小
屋
の
名
残
が
建

っ
て
い
ま
す
。
園
内
に
入
る
と
、
目
に

も
鮮
や
か
な
緑
の
ベ
ン
ト
芝
の
上
に
マ

ロ
ニ
エ
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
な
ど
の
巨
木
が

枝
を
広
げ
、
さ
わ
や
か
な
木
陰
を
つ
く

り
、
そ
の
下
の
園
路
に
は
ベ
ン
チ
が
置

か
れ
、
日
曜
日
の
午
後
の
一
時
を
た
く

さ
ん
の
人
達
が
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
が
描
い
て
い
た
理
想
的
な
公
園

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
し

た
。

　
公
園
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
自

然
に
優
し
い
管
理
を
心
掛
け
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。
除
草
は
出
来
る
限
り
人

力
で
草
を
取
り
、
薬
剤
を
使
う
と
き
は

人
体
に
影
響
の
少
な
い
も
の
を
使
用

し
、
害
虫
駆
除
は
天
敵
を
活
用
し
て
い

ま
す
。
樹
木
（
大
本
）
の
剪
定
は
５
年

に
１
度
、
ノ
コ
ギ
リ
を
使
い
樹
皮
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
芝
刈
り
後
の
ゴ
ミ
を
肥
料
に
使

用
で
き
な
い
か
と
研
究
し
た
そ
う
で
す

が
、
施
設
が
郊
外
に
し
か
建
設
で
き
な

い
、
そ
の
た
め
、
輸
送
費
が
か
か
り
過

ぎ
る
、
肥
料
の
需
要
が
少
な
い
な
ど
の

理
由
か
ら
、
現
在
は
焼
却
処
分
し
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
市
内
、
郊
外
を
問
わ
ず
、
街

中
に
は
四
季
折
々
の
草
花
が
咲
き
乱

れ
、
自
分
で
育
て
な
が
ら
楽
し
み
、
人

に
も
潤
い
を
与
え
る
花
の
飾
り
方
に

は
、
何
度
見
て
も
感
激
す
る
も
の
で
あ

り
、
緑
化
フ
ェ
ア
の
成
功
に
向
け
て
大

変
参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
の
２
か
国
、

家
々
の
窓
に
は
思
い
思
い
の
花
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飾
ら
れ
る

３
箇
所
の
公
園
を
視
察
し
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
い
ず
れ
の
国
も
そ
の
国
の
歴

史
、
凰
上
等
を
十
分
考
慮
し
た
公
園
整

備
、
維
持
管
理
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
町
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
も
あ
る
『
夢
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た

緑
園
都
市
・
み
ぶ
』
を
推
進
し
て
い
く

う
え
で
大
変
参
考
に
な
っ
た
視
察
で
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
団
員
の
皆
さ
ま
も

そ
れ
ぞ
れ
収
穫
の
多
い
視
察
で
あ
っ
た

(22名)竿９次海外行政視察団団員名簿

こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
本
町
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
積
極
的
に
ご
参
加

く
だ
さ
る
よ
う
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
視
察
研
修
期
間
中
、
副
団
長

さ
ん
け
じ
め
、
班
長
さ
ん
、
各
団
員
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
無
事
帰
国
で
き
ま
し
た
こ
と
を
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
第
６
次
壬
生
町
海
外
行
政
視
察
団

　
　
　
団
　
長
　
　
清
　
水
　
英
　
世

班 役職名 氏　　　名 年齢 備　　　　考

…

…

… … y
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言 回 t 言 言

- ゛ ゛ ･ ゛ ･ ' ゛ ･ ゛ ･ ゛ 零 ･ １ ゛ ｙ ．

　 　 班

団　長

沼団長

班　長

団　員

　　夕

事務局

清水　英世

石川　昭三

坤　　春雄

神長　信雄

小倉　　武

大橋　公一

石村　　進

66

69

69

69

57

47

46

町指名（町長）

団体推薦（町議会議則

　　々　（町議会議員）

　　々　（町農業委員会長）

　　々　（町教育委員）

　　々　（町消防団第２分団長）

町指名（町職員）

白願順

順jl

　班・

班　長

団　員

　　々

　　々

　　ク

　　々

　　ク

久賀　和代

小林　優子

斉藤　和子

島根　政見

佐藤　ｲ言子

犬関　文雄

岩田　幸治

69

59

49

61

55

63

66

団体推薦（町ひまわり会役員）

　　ク　（町ひまわり合若年部長）

　　ク　（ＪＡみぶ女性合副部長）

一般公募

　　タ

　　ク

言客J,j……

言一才謁回

Jr　〃「

　　班言

班　長

団　員

　　夕

　　夕

　　夕

　　々

　　々

　　々

中村　辰夫

冨田加代子

粕尾栄治郎

細井　玲子

須永　芳夫

田崎　詔子

篠原由記子

小谷野文恵

58

48

65

50

50

55

51

54

一般公募

　　　々

　　　々

　　　ク

　　　タ

　　　ク

　　　タ

　　　ク

３



第
2
2
回
壬
生
町
交
通
安
全
町
民
大
会
開
く

方
が
、
交
通
事
故
の
犠
牲
と
な
っ
て
尊

１
１
事
故
の
抑
止
に
努
め
、
町
民
一
人
ひ
ｙ

’
る
マ
ナ
ー
の
高
揚
を
図
り
、
交
通
事
故

栃
木
警
察
署
、
町
交
通
関
係
団
体
主
催

2
6
日
、
壬
生
中
央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
ヽ

　
大
会
で
は
主
催
者
と
し
て
、
清
水
町

長
が
「
増
加
す
る
高
齢
者
の
交
通
故
事

町
民
大
会
で
交
通
安
全
を
唱
え
る
清
水
町
長

の
防
止
、
後
で
後
悔
す
る
こ
と
の
な
い

シ
ー
ト
ペ
ル
ト
の
着
用
の
徹
底
を
呼
び

掛
け
る
と
と
も
に
、
年
間
１
万
人
も
の

方
が
悲
惨
な
交
通
事
故
の
犠
牲
に
な
っ

て
る
事
を
考
え
て
い
た
だ
き
一
人
ひ
と

り
が
交
通
安
全
の
主
役
と
な
っ
て
明
る

く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し

ょ
う
」
と
、
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
交
通
安
全
に
功
労
の
あ
っ

た
方
々
へ
の
表
彰
や
交
通
安
全
ポ
ス
タ

ー
・
作
文
の
人
貧
者
の
表
彰
、
最
優
秀

作
文
の
発
表
、
日
ご
ろ
交
通
安
全
立
哨

指
導
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
交
通
指
導

員
・
警
察
官
へ
、
児
童
・
生
徒
か
ら
感

謝
の
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
交
通
安
全
母
の
会
田
中
ミ

ヨ
会
長
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底

を
黎
っ
『
大
会
官
一
言
』
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
大
会
の
後
、
交
通
安
全
教
育
映
画

『
実
録
交
通
事
故
多
発
地
帯
を
い
く
』

が
上
映
さ
れ
、
日
頃
の
運
転
マ
ナ
ー
ヘ

の
注
意
点
が
示
さ
れ
、
参
加
者
全
員
興

味
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

田
春
江
、
浅
見
ト
キ
子
、
曽
篠
登
志
子

（
以
上
、
壬
生
町
交
通
安
全
母
の
言

《
感
謝
状
》

（
内
助
の
功
）

小
林
和
子
（
小
林
丈
夫
令
夫
人
）

（
交
通
指
導
員
と
し
て
2
0
年
勤
続
）

（
功
　
労
）

中
島
　
貢
、
吉
田
　
稔
、
今
林
正
盛
、

田
中
作
蔵
、
古
田
サ
ク
江
（
以
上
、
交

通
指
導
員
）
、
鈴
木
一
男
、
大
島
将
嗣

亘
上
、
栃
木
警
察
署
壬
生
交
番
）
、
中

島
昌
見
、
坂
本
件
之
（
以
上
、
栃
木
警

察
署
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
交
言

　
示
ス
タ
言

☆
最
優
秀
賞

椎
名
真
人
（
藤
井
小
１
年
）
、
奥
村
哲

平
（
睦
小
２
年
）
、
犬
島
　
毅
（
羽
生

田
小
３
年
）
、
斉
藤
　
秋
（
睦
小
４
年
）
、

早
乙
女
典
子
（
稲
葉
小
５
年
）
、
上
田

泰
洋
（
壬
生
北
小
６
年
）
、
萱
沼
雄
大

（
壬
生
中
１
言
、
中
川
百
恵
（
壬
生
中

２
年
）
、
杉
山
史
弘
（
南
犬
飼
中
３
年
）

☆
優
秀
賞

荒
川
敦
史
（
壬
生
小
１
年
）
、
渡
辺
玉

美
（
壬
生
北
小
１
年
）
、
小
林
芳
美

（
安
塚
小
１
言
、
江
田
圃
大
（
稲
葉
小

　
　
　
）

２
年
）
、
山
川
慶
一
　
（
藤
井
小
２
年
）
、

大
垣
親
子
（
壬
生
北
小
２
年
）
、
藤
田

理
美
（
安
塚
小
３
年
）
、
石
村
友
乃

（
壬
生
来
小
３
年
）
、
野
口
　
修
（
壬
生

小
３
言
、
清
水
信
明
（
壬
生
小
４
年
）
、

高
橋
清
香
（
稲
葉
小
４
年
）
、
丸
山
真

緒
（
羽
生
田
小
４
年
）
、
田
所
直
子

（
藤
井
小
５
年
）
、
寺
尾
美
香
（
安
塚
小

５
年
）
い
平
岩
　
彩
（
眸
小
５
年
）
、
遠

藤
麻
里
（
睦
小
６
年
）
、
手
塚
智
衣

（
稲
葉
小
６
年
）
、
鈴
木
美
紗
（
壬
生
来

小
６
年
）
、
石
田
真
一
郎
（
南
犬
飼
中

１
言
、
高
山
　
歩
（
南
犬
飼
中
１
年
）
、

市
川
真
美
加
（
壬
生
中
１
言
、
田
口

真
弓
（
南
犬
飼
中
２
年
）
、
小
野
真
史

宝
生
中
２
年
）
、
粂
川
飛
鳥
（
南
犬
飼

中
２
年
）
、
荒
川
真
一
　
宝
生
中
３
年
）
、

平
石
真
寿
美
（
南
犬
飼
中
３
年
）
、
川

崎
智
史
（
壬
生
中
３
年
）

　
《
作
　
文
》

☆
最
優
秀
賞

内
藤
　
藍
（
壬
生
来
小
５
言
、
青
本

心
吾
（
壬
生
中
１
年
）

☆
優
秀
賞

清
水
祐
可
（
羽
生
田
小
１
年
）
、
大
出

沙
織
（
安
塚
小
２
年
）
、
野
口
彩
雅

晏
塚
小
３
年
）
、
本
多
美
智
子
（
壬
生

東
小
３
言
、
小
川
　
敏
（
睦
小
５
年
）
、

橋
本
佳
世
（
壬
生
小
５
年
）
、
篠
崎

梓
宝
生
中
３
年
）

※
大
会
の
席
上
発
表
さ
れ
た
叢
優
秀
作

文
２
編
は
、
Ｐ
６
・
７
で
紹
介
し
ま
す
。

４

交
通
安
全
功
労
者
表
彰

　
《
功
労
表
彰
》
　
（
敬
称
略
）

小
田
垣
庄
一
郎
、
鈴
木
全
男
、
橋
本
源

治
、
秋
沢
春
子
、
鈴
木
岩
夫
、
神
水
忠

吾
、
江
田
高
直
、
荒
川
　
武
、
安
野
好

則
、
日
向
野
　
仁
、
潮
田
悦
穂
、
鈴
木

正
浩
（
以
上
、
壬
生
町
交
通
安
全
協
言

高
橋
ト
シ
子
、
島
田
君
枝
、
宇
賀
神
裕

子
、
大
橋
葉
子
、
関
本
市
子
、
小
森
ア

キ
子
、
山
田
雅
子
、
橋
本
須
美
子
、
神

水
い
つ
子
、
荒
川
和
子
、
大
場
美
恵
子
、

梁
島
ま
ゆ
み
、
高
山
祐
子
、
永
井
幸
子
、

犬
塚
洋
子
、
田
中
洋
子
（
以
上
、
壬
生

町
女
性
ド
ラ
イ
ヤ
・
Ｉ
ク
ラ
ブ
、
犬
島

モ
ト
、
半
田
光
子
、
宇
都
見
ヨ
シ
、
宮
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平
成
８
年
の
交
通
事
故
死
者
は
、
９
年
ぶ
り
に
１
万
人
を
下

回
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
交
通
事
故
発
生
件
数
は
、
約
7
7
万
件

で
史
上
最
高
の
件
数
で
推
移
し
て
い
る
ほ
か
、
４
年
連
続
し
て

高
齢
者
が
最
も
死
者
の
多
い
年
齢
層
と
な
る
な
ど
、
厳
し
い
交

通
情
勢
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
処
す
る
た
め
、
道
路
交
適
法
が
改
正

さ
れ
、
平
成
９
年
５
月
１
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
公

布
の
日
か
ら
１
年
６
か
月
を
超
え
な
い
範
囲
で
段
階
的
に
施
行

俗
情
回
心
ｊ
ｊ
」

◆
高
齢
運
転
者
の
保
護

　
高
齢
運
転
者
は
加
齢
に
伴
う
身
体
機

能
の
低
下
に
よ
り
、
危
険
を
避
け
る
た

め
の
と
っ
さ
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
た
り
、
危
険
の
発
見
や
回
避

が
遅
れ
が
ち
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
高
齢
運
転
者
の
保
護
を

図
る
た
め
、
7
5
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者

で
、
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
自
動
車

の
運
転
に
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る

と
自
ら
判
断
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

普
通
自
動
車
の
全
面
及
び
後
面
に
一
定

の
標
識
（
高
齢
運
転
者
標
識
）
を
付
け

て
普
通
自
動
車
を
運
転
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
周
囲
の
運
転
者
は
、
こ
の
標
識

を
付
け
た
自
動
車
に
幅
寄
せ
や
割
り
込

み
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

高齢運転者標識

吟
高
節
歩
行
政
の
保
護

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の

う
ち
、
歩
行
中
の
死
者
が
ほ
ぼ
半
数
を

占
め
て
お
り
、
高
齢
歩
行
者
の
保
護
の

必
要
性
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
通
行
に
支
障
の

あ
る
高
齢
歩
行
者
が
、
道
路
を
横
断
し

よ
う
と
し
て
い
る
場
合
に
、
高
齢
歩
行

者
か
ら
申
し
出
が
あ
っ
た
と
き
な
ど
、

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
は
、
誘
導
・

合
図
を
す
る
な
ど
し
て
、
高
齢
歩
行
者

が
安
全
に
横
断
で
き
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
車
両
等
の
運
転
者
は
、
通
行

に
支
障
の
あ
る
高
齢
歩
行
者
が
通
行
し

て
い
る
と
き
は
、
一
時
停
止
や
徐
行
し

て
、
そ
の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高齢者の事故防止を願い

一 一

　
県
内
の
交
通
事
故
死
者
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合

が
3
0
％
を
超
え
、
そ
の
う
ち
、
歩
行
中
・
自
転
車
乗

用
中
の
事
故
が
３
分
の
２
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
て
町
で
は
、
高
齢
者
を

対
象
に
し
た
自
ら
が
体
験
・
実
践
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
自
転
車
の
安
全
運
転
技
術
や
反
射
材
の
効
果
な

ど
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
「
高
齢
者
交
通
安
全

教
室
」
を
９
月
８
口
、
2
9
日
、
1
0
月
1
3
口
に
壬
生
自

動
車
学
校
で
開
き
ま
し
た
。

　
教
室
で
は
、
栃
木
警
察
署
の
手
塚
交
通
諜
長
の
身

近
に
起
き
た
交
通
事
故
事
例
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な

点
に
注
意
が
必
要
か
な
ど
の
講
話
や
車
の
ブ
レ
ー
キ

制
動
距
離
、
巻
込
み
等
の
実
験
が
行
わ
れ
た
後
、
実

際
に
自
転
車
を
使
い
、
右
・
左
折
、
２
段
階
右
折
な

ど
の
正
し
い
方
法
や
乗
り
方
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　
夜
間
の
歩
行
や
自
転
車
乗
車
の
際
に
は
、
目
立
つ

服
装
・
反
射
材
の
着
用
、
Ｔ
字
路
な
ど
で
は
、
必
ず

一
旦
止
ま
っ
て
左
右
の
確
認
の
励
行
に
努
め
ま
し
ょ

５



　
交
通
安
全
作
文
で
最
優
秀
賞
に
な
り
、
交
通
安
全
町
民
大

会
の
席
上
発
表
さ
れ
た
内
藤
　
藍
さ
ん
（
壬
生
東
小
学
校
５

年
）
の
「
交
通
事
故
っ
て
恐
い
」
と
青
木
心
吾
く
ん
（
壬
生

中
学
校
１
年
）
の
「
守
る
事
か
ら
始
め
る
」
を
紹
介
し
ま
す
。

藍

壬生来小学校５年

　　　　内藤

　
交
通
事
故
と
聞
い
て
、
思
い
出
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
弟
が
２
才
で
私
が
５

才
の
時
で
し
た
。
買
い
物
の
た
め
、
車

を
お
り
て
、
道
路
を
わ
た
る
時
で
す
。

と
な
り
に
も
車
が
あ
っ
て
、
弟
が
そ
の

車
の
か
げ
か
ら
道
路
へ
と
び
出
し
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
歩
い
て
い
た
ど
こ
か

の
お
ば
さ
ん
が
、
と
っ
さ
に
弟
を
だ
き

と
め
て
く
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
車
が

通
り
す
ぎ
て
弟
は
、
事
故
に
会
わ
ず
に

す
み
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
そ
の
こ
と

を
今
だ
に
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の

前
に
も
弟
は
、
横
だ
ん
歩
道
に
す
わ
り

こ
ん
で
、
車
に
ひ
か
れ
そ
う
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
あ
ぶ

な
い
こ
と
が
あ
る
と
、
弟
は
家
族
の
み

ん
な
に
、
も
う
死
ん
で
い
て
も
お
か
し

く
な
い
と
い
う
意
味
で
、

「
幽
霊
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
弟
が
学
校
へ
上
が
る
ま

で
は
、
車
に
乗
る
時
は
、
弟
を
い
つ
も

先
に
乗
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
下
り

る
時
は
、
弟
が
わ
た
し
の
後
に
な
り
ま

し
た
。
そ
う
な
る
よ
う
に
、
母
が
わ
た

し
に
い
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う

す
れ
ば
わ
た
し
が
、
弟
の
安
全
を
薙
に

ん
で
き
る
か
ら
で
す
。
わ
た
し
は
、
弟

が
車
に
ひ
か
れ
て
、
本
物
の
幽
霊
に
な

ら
な
く
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
弟
は
、
何
度
も
交
通
事

故
に
あ
い
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が

わ
た
し
は
、
自
分
が
幽
霊
に
な
る
こ
と

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

今
年
の
一
学
期
の
終
業
式
の
日
、
わ
た

し
が
、
交
通
事
故
に
あ
い
そ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
終
業
式
が
終
わ
っ
た
の
で
、
わ
た
し

は
、
ウ
キ
ウ
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
と
言
う
気

持
ち
で
、
調
子
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
信
号
機
の
な
い
、
五
又
路
の

と
こ
ろ
ま
で
来
た
時
で
す
。
右
の
方
か

ら
線
路
を
こ
え
て
く
る
車
に
気
が
っ
か

ず
と
び
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
車
が

す
ぐ
近
く
ま
で
来
て
い
た
の
で
、
は
っ

と
し
て
わ
た
し
は
、
ぜ
ん
そ
く
り
ょ
く

で
反
対
側
ま
で
走
っ
て
行
っ
た
の
で
大

き
な
事
故
に
な
ら
ず
に
す
み
ま
し
た
。

　
わ
た
し
は
、
「
あ
あ
、
よ
か
っ
た
。
」

と
そ
の
時
心
の
中
で
、
思
い
ま
し
た
。

そ
う
い
え
ば
、
先
生
に
、

「
一
学
期
が
終
わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

帰
り
道
に
よ
り
道
や
、
ボ
ー
と
し
て
歩

い
た
り
し
ち
や
だ
め
で
す
よ
。
」

と
い
わ
れ
た
の
に
わ
た
し
は
、
す
っ
か

り
わ
す
れ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
と

っ
て
も
は
ず
か
し
い
で
す
。
弟
の
こ
と

を
「
幽
霊
」
な
ん
て
と
て
も
、
と
て
も

い
え
ま
せ
ん
。

　
わ
た
し
は
、
「
交
通
事
故
」
で
だ
け

は
ぜ
っ
た
い
に
、
死
に
た
く
な
い
で
す
。

そ
れ
に
、
お
母
さ
ん
は
、

「
お
母
さ
ん
や
、
お
父
さ
ん
よ
り
早
く

死
ぬ
の
は
、
『
親
不
孝
』
　
っ
て
い
う
ん

だ
よ
。
」

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
で
も
、

「
交
通
事
故
に
だ
け
は
、
合
わ
な
い
ぞ
」

と
な
る
べ
く
注
意
し
て
本
当
の
「
幽
霊
」

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

)j,づ,つ…
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ペ
パ
ー
ト
や
内
職
な
ど
の
税
》

○
パ
ー
ト
収
入

　
パ
ー
ト
収
入
は
通
常
給
与
所
得
に
な

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
パ
ー
ト
の
年

収
が
１
０
３
万
円
以
下
で
す
犬
所
得
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
配
偶
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
内
職
な
ど
の
収
入

　
内
職
な
ど
の
収
入
は
、
収
入
か
ら
必

要
経
費
を
差
し
引
い
た
残
り
が
事
業
所

得
又
は
荷
所
得
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

る
方
は
、
必
要
経
費
と
し
て
6
5
万
円

（
収
入
金
額
が
限
度
）
を
差
し
引
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
家
内
労
働
者
、
外
交
員
、
集
金
人
、

　
電
力
量
計
の
検
針
入
な
ど
、
特
定
の

　
人
に
対
し
て
継
続
し
て
労
務
の
提
供

　
を
す
る
入

②
事
業
所
得
及
び
雑
所
得
の
必
要
経
費

　
と
給
与
所
得
の
収
入
金
額
の
合
計
が

　
6
5
万
円
に
満
た
な
い
人

　
し
た
が
っ
て
、
収
入
が
内
職
だ
け
の

場
合
に
は
パ
ー
ト
収
入
と
同
様
に
年
収

が
１
０
３
万
円
以
下
で
す
と
所
得
税
は

一

か
か
り
ま
せ
ん
し
ヽ
配
偶
者
控
除
を
受
　
　
６

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

《
配
偶
者
特
別
控
除
》

　
配
偶
者
特
別
控
除
は
納
税
者
本
人
の

合
計
所
得
が
１
、
０
０
０
万
円
（
給
与

年
収
で
約
１
、
２
３
１
万
円
）
を
超
え

る
年
に
つ
い
て
は
、
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
控
除
額
は
配
偶
者
の
所
得
に
よ
っ
て

調
整
さ
れ
ま
す
が
、
最
高
額
は
3
8
万
円

で
す
。
こ
の
控
除
は
、
給
与
所
得
と
な
る

パ
ー
ト
収
入
で
あ
れ
ば
収
入
が
１
０
３

万
円
を
超
え
て
い
て
も
１
４
１
万
円
未

満
で
あ
れ
ば
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ジペ

奥
さ
縁
四
Ｊ
ら
ご

き
は
》

　
婚
姻
期
間
が
2
0
年
以
上
の
夫
婦
問
で

居
住
用
不
動
産
等
の
贈
与
が
行
わ
れ
た

場
合
に
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
き

に
は
、
贈
与
税
の
申
告
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
基
礎
控
除
の
6
0
万
円
の
ほ
か

に
最
高
２
、
０
０
０
万
円
ま
で
の
配
偶

者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
配
偶
者
控
除
は
、
同
じ
配
偶
者

間
に
お
い
て
一
生
に
二
院
し
か
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
、
栃
木
税
務
署
（
豊
2
2

－
０
８
８
５
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

゛
安
全
作
文



守
る
事
か壬生中学校１年

　　　　青木　心吾

　
僕
が
小
学
校
３
年
生
の
時
で
し
た
。

そ
の
日
は
終
業
式
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
多
少
の
気
の
ゆ
る
み
が
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
路
地
か
ら
大
通
り

に
出
た
時
、
ち
ょ
う
ど
後
ろ
か
ら
来
た

単
に
は
ね
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
幸

い
軽
傷
で
す
ん
だ
の
で
よ
か
っ
た
の
で

す
が
、
も
し
あ
の
時
、
も
っ
と
ひ
ど
い

事
故
に
な
っ
て
い
た
ら
と
思
う
と
、
背

筋
が
寒
く
な
る
思
い
で
す
。

　
僕
の
家
族
は
４
人
家
族
で
す
。
父
、

母
、
姉
、
そ
し
て
僕
を
混
ぜ
て
４
人
で

暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
が
、
姉
を
除
い

た
３
人
は
、
皆
、
交
通
事
故
に
あ
っ
て

い
る
の
で
す
。
い
ず
れ
も
軽
傷
で
す
ん

で
い
ま
す
が
、
添
加
一
人
で
も
亡
く
な

っ
て
い
た
ら
と
考
え
る
と
、
と
て
も
交

通
事
故
と
い
う
こ
と
が
恐
ろ
し
く
な
り

ま
す
。
僕
は
、
家
族
や
周
り
の
人
の
た

め
に
も
、
も
う
二
度
と
交
通
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ら
始
め
る

　
　
栃
木
県
は
他
県
よ
り
も
交
通
事
故
の

　
被
害
が
多
く
毎
年
、
何
百
人
と
い
う
人

　
数
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状

　
で
す
。
ふ
り
ょ
の
事
故
も
あ
れ
ば
、
自

　
ら
規
則
を
守
ら
ず
に
起
き
て
し
ま
っ
て

　
い
る
事
故
も
あ
り
ま
す
。
無
免
許
運
転
、

　
飲
酒
運
転
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
非
着
用

　
等
、
守
る
べ
き
事
を
守
れ
ば
、
事
故
を

　
起
こ
さ
な
く
て
も
す
ん
だ
の
で
は
な
い

　
か
と
倹
は
思
い
ま
す
。
ま
た
最
近
で
は
、

　
高
校
生
ぐ
ら
い
の
人
達
で
の
オ
ー
ト
バ

　
イ
の
事
故
が
、
と
て
も
多
い
よ
う
で
す
。

　
僕
の
町
で
も
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
事
故
が

　
あ
り
ま
し
た
。
二
人
乗
り
で
、
し
か
も

　
無
免
許
運
転
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
僕
は
、

　
ど
う
し
て
そ
ん
な
無
茶
を
す
る
の
か
な

　
と
思
い
ま
し
た
。
年
頃
に
な
れ
ば
、
誰

　
で
も
車
や
す
・
Ｉ
ト
バ
イ
に
好
奇
心
を
も

　
つ
の
は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
僕
は
正
し

　
い
乗
り
方
を
す
れ
ば
、
問
題
な
い
と
思

　
い
ま
す
。
僕
が
免
許
を
取
得
し
た
ら
、

　
絶
対
に
規
則
を
守
り
、
正
し
い
乗
り
方

　
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
今
年
か
ら
中
学
校
に
入
学
し
た
僕

　
は
、
学
校
ま
で
自
転
車
で
通
う
よ
う
に

　
な
り
ま
し
た
。
自
転
車
に
乗
る
時
は
必

　
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
鄙
語
帰
り
な
ど
は
、
空
が
暗
く

　
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
ラ
イ
ト
を

つ
け
て
い
て
も
危
な
い
時
が
あ
り
ま

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
、
自
転

車
に
乗
っ
て
い
る
僕
な
ん
か
よ
り
も
危

な
い
と
思
う
こ
と
が
と
て
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
夕
方
に
な
っ
た
ら
ラ
イ
ト
を

必
ず
っ
け
、
自
転
車
に
乗
る
時
は
必
ず

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
な
ど
、
最
低
限

の
こ
と
を
必
ず
守
れ
ば
自
然
に
事
故
を

減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
僕
が
っ
ね
づ
ね
思
う
車
は
、
真

っ
暗
な
道
が
と
て
も
多
い
と
い
う
事
で

す
。
通
学
路
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
暗
い
と
い
う
事
は
問
題
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
そ
う
い
う
よ
う
な
所
も
改
善
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

一
件
で
も
事
故
が
減
り
、
一
人
で
も
死

亡
者
が
減
る
事
を
願
い
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

訂
正

　
９
月
号
５
ぺ
九
ン
長
寿
番
付
中
、
鶴

典
明
宸
‥
一
細
谷
平
作
さ
ん
は
、
畑
谷
平
作

さ
ん
の
誤
り
で
す
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
い
た
し
ま
す
。
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壬
生
の
偉
人
・
義
人
た
ち
（
六
）

　
壬
生
の
三
義
人

石
井
　
伊
左
衛
門
（
い
し
い

　
　
江
戸
中
期
　
下
稲
葉

い
ざ
え
も
ん
）

賀
長
　
市
兵
衛
（
が
ち
ょ
う
　
い
ち
べ
え
）

　
　
江
戸
中
期
　
上
稲
葉

須
釜
　
作
十
郎
（
す
が
ま
　
さ
く
じ
ろ
う
）

　
　
江
戸
中
期
　
壬
生
の
百
姓
代

　
１
６
９
５
年
（
元
禄
８
年
）
壬
生
藩

主
と
な
っ
た
加
藤
明
英
は
藩
財
政
を
改

革
す
る
た
め
、
鎖
民
の
期
待
に
反
し

　
な
な
い
ろ
　
か
け
も
の

「
七
色
の
掛
物
」
と
い
っ
て
、
定
法
の

年
貢
の
外
に
大
麦
１
石
に
つ
き
２
升
７

合
、
大
豆
１
石
に
つ
き
２
升
６
合
、
稗

１
石
に
つ
き
１
升
５
合
、
荏
油
―
石
に

つ
き
４
介
、
真
綿
工
員
目
に
つ
き
７
文

目
、
紅
花
１
貫
目
に
つ
き
７
文
目
、
麻

１
貫
目
に
つ
き
２
百
目
の
上
納
を
命
ず

る
新
鋭
を
課
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
鎖
民
は
苦
し
み
、
一
揆
を

も
っ
て
反
対
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
こ

の
領
民
の
苦
境
を
款
う
べ
く
、
一
身
を

顧
み
ず
に
立
っ
た
の
が
下
稲
葉
の
石
井

伊
左
衛
門
、
上
稲
葉
の
賀
長
市
兵
衛
、
壬

生
新
町
の
須
釜
作
十
郎
の
３
人
で
し
た
。

　
ま
ず
、
３
人
は
百
娃
た
ち
を
代
表
と

し
て
藩
主
に
年
貢
の
軽
減
を
訴
え
ま
し

た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
捕

ら
え
ら
れ
投
獄
さ
れ
た
た
め
、
３
人
は

密
か
に
獄
中
で
相
談
し
、
白
分
た
ち
の

行
い
を
悔
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
装
っ

て
役
人
を
欺
き
出
獄
し
ま
し
た
。

　
出
獄
後
３
人
は
、
幕
府
に
直
訴
す
る

た
め
稲
葉
を
出
発
し
よ
う
と
密
か
に
集

ま
っ
た
と
こ
ろ
役
人
に
捕
ら
え
ら
れ
、

賀
長
市
兵
衛
、
石
井
伊
左
衛
門
の
２
人

は
打
ち
首
と
な
り
ま
し
た
。
須
釜
作
十

郎
は
日
光
輪
王
寺
の
縁
で
死
罪
は
免
れ

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
身
を
投
げ
出
し
た
３
人
の

義
挙
に
よ
り
藩
主
も
遂
に
「
七
色
の
掛

物
」
な
る
苛
税
を
免
除
し
ま
し
た
。

　
後
代
、
賀
長
市
兵
衛
に
報
い
る
た
め

祠
っ
た
の
が
上
稲
葉
の
市
兵
衛
八
幡
、

ま
た
、
石
井
伊
左
衛
門
に
報
い
る
た
め

祠
っ
た
の
が
下
稲
葉
の
鹿
島
神
社
境
内

の
小
祠
で
す
。

次
回
は
、
鳥
居
恋
宝
・
恋
文
で
す
。
一

市
兵
衛
八
幡
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ふるさとルネッサンス事業に関する

問い合わせは　町経済都農務課振興係

　　　　�８２－ １ ２３４ 内線１ ６ ７へ

　
本
町
の
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
　
　
七
ツ
石
地
区
（
七
ッ
石
の
里
・
２
自
治

業
は
、
『
甦
る
息
吹
・
光
る
大
地
・
元
気
　
　
会
、
福
和
田
地
区
『
古
代
の
里
・
３
自

な
農
業
』
を
推
進
テ
ー
マ
に
、
羽
生
田
　
　
治
会
）
の
４
地
区
を
推
進
重
点
地
区
と

地
区
（
は
に
し
の
里
・
５
自
治
会
）
、
藤
　
　
し
、
次
の
よ
う
な
推
進
構
想
に
黄
づ
い

井
地
区
（
ふ
く
べ
の
里
・
６
自
治
会
、
　
て
、
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
み
ん
な
の
心
が
ふ
れ
あ
う
農
村
社
会
づ
く
り

　
　
人
々
の
豊
か
な
コ
ミ
ュ
子
ア
イ
づ
く
り
と
、
み
ん
な
が
主
役
と
な
っ

　
て
活
躍
で
き
る
場
の
形
成

　
・
地
域
内
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
・
　
「
ど
ん
ど
焼
き
（
羽
生
田
）
」
、
（
か
ん
ぴ
ょ
う
音
頭
・
踊
り
藤
井
）
」
、

　
　
　
（
子
供
相
撲
大
会
藤
井
）
」
、
「
豊
年
祭
り
（
福
和
田
）
」
、
「
五
段
囃
子
（
福

　
　
和
田
）
」
の
保
存
等

　
・
新
し
い
郷
土
芸
能
『
円
仁
太
鼓
』
の
伝
承

　
・
　
「
伝
統
文
化
伝
承
施
設
（
五
段
囃
子
・
大
杉
囃
子
）
」
の
整
備

　
・
　
『
む
ら
づ
く
り
名
人
』
の
選
定

　
・
　
『
ふ
る
さ
と
女
性
セ
ミ
ナ
ー
』
の
開
催

　
・
ふ
る
さ
と
イ
メ
ー
ジ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

ノ
ャ
し
追
９

'
‐
!
Ｓ
Ｊ

ａ
訃
か
れ
柘
つ
く
り

　
　
地
域
住
民
の
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
と
と
も
に
、
誰
も

　
が
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を
実
感
で
き
る
農
村
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む

　
・
ふ
る
さ
と
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

　
・
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

　
・
　
『
ふ
る
さ
と
＋
景
』
、
『
ふ
る
さ
と
陥
１
』
の
選
定

　
・
む
ら
づ
く
り
案
内
板
の
設
置
、
農
林
公
園
の
整
備

③
都
市
住
民
に
も
愛
さ
れ
る
農
業
農
村
づ
く
り

　
　
消
費
者
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
多
彩
な

　
　
「
人
」
　
・
　
「
物
」
　
・
　
「
情
報
」
が
出
会
え
る
生
き
生
き
と
し
た
ふ
る
さ

　
と
づ
く
り
に
取
り
組
む

　
・
ふ
る
さ
と
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
『
直
売
所
』
の
整
備

　
・
農
業
ふ
れ
あ
い
マ
ッ
プ
の
作
成

　
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
藤

井
地
区
（
ふ
く
べ
の
里
）
の
干
瓢
踊
り
大
会
と
こ
ど
も
相
撲
大

会
、
福
和
田
地
区
（
古
代
の
里
）
の
豊
年
祭
り
（
鯉
沼
）
、
七

ツ
石
地
区
（
七
ツ
石
の
里
）
の
七
ツ
石
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
よ

う
す
を
カ
メ
ラ
で
紹
介
し
ま
す
。

干
瓢
踊
り
大
会
（
藤
井
地
区
）　

干
瓢
音
頭
は
、
昭
和
９
年
に
地
元
の

若
者
の
手
に
よ
っ
て
作
り
あ
げ
ら
れ
た

新
民
謡
で
、
八
本
節
の
流
れ
を
く
む

「
栃
木
音
頭
」
を
元
歌
に
し
、
干
瓢
栽

培
の
い
わ
れ
な
ど
が
歌
詞
に
織
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
保
存
・
伝
承
を
行
う
「
干
瓢
音
頭
保

存
会
」
の
あ
る
藤
井
地
区
で
は
、
８
月

3
0
日
に
「
干
瓢
踊
り
犬
合
」
が
行
わ
れ
、

藤
井
小
児
童
に
よ
る
お
囃
子
が
披
露
さ

れ
る
な
ど
、
郷
土
芸
能
が
若
い
世
代
に

引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

８

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ



こ
ど
も
相
撲
大
会
（
藤
井
地
区
）

　
旧
暦
８
月
１
目
に
行
わ
れ
る
、
渡
神

社
大
祭
の
っ
け
祭
り
の
ひ
と
つ
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
９
月

　
近
く
の
藤
井
小
学
校
の
児
童
が
子
ど

も
力
士
と
し
て
参
加
し
、
小
さ
な
１
年

生
か
ら
大
人
顔
負
け
の
６
年
生
、
そ
し

て
女
の
子
も
、
み
ん
な
真
剣
に
勝
負
に

挑
ん
で
い
ま
し
た
。

２
日
、
神
社
敷
地
内
の
、
太
鼓
櫓
と
と
　
　
豊
年
祭
り
（
福
和
田
地
区
・
鯉
沼
）

も
に
特
設
さ
れ
た
土
俵
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

１
５
０
年
の
昔
か
ら
続
い
て
い
る
と
　
　
「
鰹
沼
」
だ
け
に
残
っ
て
い
る
行
事
で
す
。

い
う
豊
年
祭
り
が
９
月
1
4
日
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
全
戸
か
ら
氏
子
１
名
が
出
て
、
磐
袋

綴
装
神
社
の
氏
子
役
員
を
先
頭
に
、
神

輿
、
太
鼓
・
つ
っ
み
な
ど
で
お
囃
子
を

奏
で
な
が
ら
Ｉ
軒
づ
つ
、
五
穀
豊
穣
と

家
内
安
全
を
祈
願
し
て
回
り
、
各
戸
で

コ
打
を
出
迎
え
、
酒
と
煮
し
め
（
煮
惣

や
赤
飯
を
、
子
ど
も
た
ち
に
は
お
菓
子

を
振
る
舞
い
、
全
員
で
秋
の
豊
作
を
祈

り
ま
し
た

　
な
お
、
こ
の
行
事
は
町
内
で
は
、

　七ツ石の里

　　　　　　フェスティバル

　　　　　　　………(本郷・松原)

　地域内交流イベントの一つ七ツ石の里フェ

スティバルが９月14日、稲葉小学校校庭で行

われました。

　七ツ石は、本郷と松原の２自治会からなり、

地域内または世代間の親睦を図ろうと、男性

がソフトボール、女性はソフトバレーボール

の大会が行われました。

　さわやかな汗を流した後、皆さんが一緒に

なってバーベキューを楽しみ、和気あいあい

のうちにフェスティバルを終了しました。

地

土
地
の
標

一
　
栃
水
県
知
事
か
ら
９
月
1
9
日
付
で
、
平

　
成
９
年
地
価
調
査
基
準
地
の
標
準
価
格

　
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
は
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

　
い
て
、
県
知
事
が
７
月
１
日
を
基
準
日

　
と
し
て
調
査
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
価

　
格
が
民
間
の
土
地
取
引
の
目
安
と
な

　
り
、
公
共
事
業
の
用
地
取
得
の
基
準
に

　
な
り
ま
す
。

　
　
閲
覧
希
望
の
方
は
、
町
総
務
部
企
画

　
財
政
諜
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
○
調
査
基
準
日

　
　
平
成
９
年
７
月
１
日

　
○
基
準
地
の
価
格

　
　
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
の
価
格

　
第
一
種
中
高
層
住
居
専
用
地
域

　
○
表
町
１
９
２
８
寄
２

　
　
「
表
町
１
１
－
4
6
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
ｒ
ｘ
ｃ
“
　
ｃ
ｏ
ｏ
Ｅ

○
落
合
一
丁
目
1
8
寄
３
１

　
　
「
落
合
１
－
1
8
－
3
5
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
む
Ｏ
、
１
０
０
円

第
一
種
低
層
住
居
専
用
地
域

○
壬
生
丁
字
六
美
１
１
７
寄
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
（
ｎ
）
４
　
０
０
０
円

○
緑
町
一
丁
目
１
０
２
２
寄
2
4

　
　
「
緑
町
１
１
４
－
村
」

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
２
１
　
０
０
０
円

‐

－

－

‐

屎
川
原
屎
儒
）

○
至
宝
三
丁
目
4
8
番
万
一

　
　
「
至
宝
３
－
４
－
６
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
り
Ｊ
Ｎ
　
１
０
０
円

○
中
央
町
３
２
７
番
３

　
　
「
中
央
町
２
－
1
5
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
（
ぴ
ｘ
　
０
０
０
円

　
○
本
丸
一
丁
目
３
２
６
３
番
2
3
外
１
筆

　
　
「
本
丸
―
－
８
－
６
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
０
、
０
０
０
円

　
○
安
仮
字
宿
内
１
９
２
８
番
外
２
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
‘
７
４
　
４
０
０
円

冷
薬
音
果
憑

　
○
緑
町
二
丁
目
１
０
２
２
番
１
７
０

　
　
「
緑
町
２
－
５
－
６
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
３
、
０
０
０
円

　
○
中
央
町
１
３
０
４
番
２

　
　
「
中
央
町
６
－
4
6
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
７
、
０
０
０
円

冷
菓
渫
儒
」
）

　
○
壬
生
乙
字
吾
妻
原
３
５
４
９
番
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｌ
ｙ

Ｑ
ｏ
ｏ
Ｅ

呆
街
庸
ｔ
倫
）

　
○
羽
生
田
字
前
川
原
２
３
４
６
番
４
外
Ｉ
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
（
ｘ
）
、
り
Ｊ
０
０
円

　
○
国
谷
字
前
畑
１
９
７
２
番
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
’
ｂ
、
７
０
０
円

　
○
下
稲
葉
字
釜
ケ
渕
６
４
番
１
外
２
筆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
、
ｒ
Ｄ
０
０
円

９



　
　
「
仕
事
が
主
で
、
趣
味
の
ほ
う
は
、

ほ
と
ん
ど
や
り
ま
せ
ん
ね
。
」
と
語
る

義
明
さ
ん
は
、
４
ｈ
の
水
田
と
ド
皿
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

白
菜
を
栽
培
し
、
7
4
歳
の
今
で
も
、
後

継
者
の
長
男
と
い
っ
し
ょ
に
現
役
で
農

畑
で
米
麦
・
か
ん
ぴ
ょ
う
・
ご
ほ
う
・

ヽ -

密達者　　ソ

　カッフル⑥

助　谷

渡辺 義明さん(ワ４)
牛ミさん(ワ２)夫妻

｢ばくのグアナコ｣

　　稲葉小学校２年

　　　　大　栗　佑　介

ミ
隼

ス
ケ

ッ
チ
対

m‾右聡美ん）

　　世界が舞台

至宝町　大野　幸子さん
　　　　六美町南部ﾆ

｢海外旅行が趣味｣

大野　聡美さん
姉妹

という幸子さん・聡美さん

姉妹が、今までにいったことのある国の数は二人

合わせて10以上。二人ともスキューバダイビング

のライセンスを持っているほか、幸子さんは陶芸、

聡美さんは車（の手入れ）を趣味にしています。

　幸子さんは「車でグランドキャニオンの辺りを

ドライブしてみたい」、聡美さんは「いろいろな国

の海に潜ってみたい｜と、二人の野望（？）はと

どまる所を知りません。

稲葉小学校５年

　　伊　藤　千　恵

覗
◎
⑩
昌
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丁
寧
な
指
導
の
テ
イ
ラ
ー
さ
ん

新任外国語指導助手(ALT)紹介

アンドルー・テイラーさん

　　　　　　　　　(21tイギリス)

　町の外国語指導助手（ＡＬＴ）として、２学期から、町

内の小・中学校で英語を教えているアンドルー・テイラー

（Andrew　Taylor）さんは、イギリスの、ロンドンに近い

ダンスタブル町の出身で、ノティングハム国立大学に在学

中は、心理学を専攻していました。

　趣味はギターやピアノを弾くこと、スポーツは、サッカ

ー、ロッククライミング（岩壁登り）などをしていて、大

学在学中には、インドの岩山にも登ったことがあるそうで

す。また、武道にも興味があり、このあいだ柔道の教室を

見学して、受け身や技などをいくつか教わってきたという

ことです。

　指導の仕方は誠実・丁寧で、今回取材した壬生中学校の

授業でも、生徒たちは、指導に熱心に聞き入っていました。

ふ才kまぺ

Ｑ
Ｔ
Ｏ
－
ｒ
Ｊ
ｌ
ｒ
Ｉ

作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
1
2
年
に
生
ま
れ
た
義
明
さ
ん

は
、
南
犬
飼
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業

後
、
家
業
の
農
業
を
継
ぎ
、
戦
時
中
は

横
須
賀
の
海
兵
隊
に
所
属
、
戦
後
は
農

業
を
再
開
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
2
4

年
、
稲
葉
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
後

に
実
家
で
農
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
た

キ
ミ
さ
ん
と
結
婚
し
、
二
人
で
農
業
を

営
ん
で
き
ま
し
た
。

　
農
業
で
は
、
町
内
の
ご
ぼ
う
・
か
ぼ

ち
や
栽
培
の
普
及
に
努
め
、
仕
事
の
か

た
わ
ら
自
治
会
長
、
土
地
改
良
事
業
の

役
員
な
ど
も
務
め
て
き
ま
し
た
。

　
趣
味
よ
り
農
作
業
を
し
て
い
る
時
間

の
方
が
多
い
義
明
さ
ん
で
す
が
、
手
の

空
い
た
と
き
に
は
庭
本
の
手
入
れ
を

し
、
息
抜
き
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
キ
ミ
さ
ん
の
趣
味
は
カ
ラ
オ

ケ
で
、
家
に
あ
る
レ
ー
ー
ザ
九
ア
ィ
ス
ク

の
カ
ラ
オ
ケ
で
歌
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
十
八
番
は
・
：
内
緒
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
週
に
二
皮
、
仲
間
と
集
ま

っ
て
一
緒
に
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
時
間

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
が
健
康
の
た
め
に
気
を
つ
け

て
い
る
こ
と
を
た
ず
ね
る
と
、
義
明
さ

ん
は
「
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
こ
と
」
、

キ
ミ
さ
ん
は
「
何
事
に
お
い
て
も
無
理

を
し
な
い
こ
と
」
と
答
え
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

チピッ子アルバム

竜馬ちゃん（４歳・右卜大地ちゃん

　　（父）佐々木　光　夫さん

　　（母）　ク　　かおりさん

お父さんから一言

　これからも兄弟仲良くね！

１１

(六美可北部)

∩歳）

健
や
か
に
大
き
く
な
１
れ
！

　
　
（
母
）
　
々
　
幸
代
さ
ん

お
母
さ
ん
か
ら
一
言

琴
美
ち
ゃ
ん
　
（
３
歳
）

　
（
父
）
村
上
　
道
彦
さ
ん

（
城
　
内
）

「チビッ子アルバム」コーナーのお子さんを募集しています。ご希望の方は、お子さんの写真と簡単なメッセージを

添えて、町総務部企圓財絞課広報広聴係（�８２－ １２３４　内線212）までお送りください。



女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運
転
競
技
大
会

隋
俸
一
大
は
ず
墜
ワ
し
い
誘
躍

　
運
転
技
術
の
向
上
と
交
通
ル
ー
ル
の

知
識
を
高
め
、
交
通
事
故
防
止
を
図
ろ

う
と
す
る
第
1
8
回
栃
木
地
区
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
安
全
運
転
競
技
大
会
が

９
月
１
目
、
栃
木
市
、
壬
生
町
な
ど
１

市
４
町
か
ら
一
般
の
部
Ｈ
チ
ー
ム
、
シ

ル
バ
ー
の
部
に
７
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

壬
生
自
動
車
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
は
、
如
何
に
道
路
交
通
法
に
定

め
ら
れ
た
正
確
な
通
行
方
法
が
で
き
る

か
を
競
う
も
の
で
、
本
町
か
ら
は
、
７

月
1
0
目
の
町
大
会
で
上
位
入
賞
し
た
町

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
（
人
見
イ
ハ

か
、
個
人
の
部
で
も
上
位
入
賞
す
る
な

ど
、
す
ば
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

大
会
結
果

　
《
団
体
（
一
般
の
部
）
》

優
　
勝
　
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
Ａ

　
　
　
　
菰
路
治
美
（
Ｍ
Ｔ
車
）
大

　
　
　
　
橋
葉
子
（
Ａ
Ｔ
車
）
】

準
優
勝
　
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
Ｂ

　
　
　
　
　
玉
音
恭
子
（
Ｍ
Ｔ
車
）

　
　
　
　
　
高
山
朝
子
（
Ａ
Ｔ
車
）
一

《
個
人
（
一
般
の
部
）
》

◇
Ｍ
Ｔ
車
の
部
　
優
勝

　
　
　
　
　
　
三
　
位

会
長
）
か
ら
３
チ
ー
ム
が
出
場
、
一
般
　
　
◇
Ａ
Ｔ
車
の
部

の
部
団
体
で
１
、
２
位
を
独
占
す
る
ほ

●身体障害者巡回相談香
身体障害者の方についての各種相談を専門

医がお受けします6ﾆお気軽にご相談ください。

|ﾌ　なお、相談を希望される方はあらかじめ予約

１が必要ですので、11月17日（月）までに町民生部

’福祉課（�８２－ １ ２ ３ ４内線125）へご連絡く

・ださい。
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ぐ===◎会回=li……ﾂﾞﾔ瘍万=こ;==｡:,1=1=i町保健福祉そ=;ｙダ紆1,==千万……,=･jう･=……U;=･,ヮ,=･=ｹﾞﾂﾞ………j=りJ;===;;=；

整形外科√耳鼻科=①………1ｹﾚ1

･身体障害者手帳交付､程度変更

･補装具（補聴器、車椅子等）

づ○診査科目

○相談内容

優
　
勝

準
優
勝

越
路
治
美

永
會
恭
子

大
橋
葉
子

高
山
朝
子

　　　　　　　について　　　ﾚ

ﾚｿ｡=……1……:;……:JJ……､:ｿ…………J……1………1でy1…

…::f=:総合判定によ1る指導ご=ｿﾞ j

j苦め他ｿﾞ

｡

ｿﾞ

犬∇なお､y=J栃木県身体障害者医療福祉セノンタ半

においても、所内相談を行っていますので、希

心゛

　
な
お
、
個
人
の
部
優
勝
、
準
優
勝
者

は
９
月
1
4
日
に
行
わ
れ
た
第
1
8
図
栃
木

県
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
安
全
運
転
競
技
大

会
・
第
１
回
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ

バ
ー
ー
安
全
運
転
競
技
大
会
に
出
場
、
大

橋
葉
子
さ
ん
と
高
山
朝
子
さ
ん
が
Ａ
Ｔ

車
の
部
で
見
事
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

『『旺ん|靫l猷ク

　万一のｿ（災に際し、

られるよう、消火器取

ラブ（大畑トシ会長）

大会ｶﾐr9月19日、町彩ど

　競手交は、指揮者と消

災を簡易消火器を使い、いかに迅速かつ的確に消火するかを競うも

ので、スタートの合図とともに勢いよく燃える炎に向かい、二人が

力を合わせ、果敢にして機敏な消火作業を行っていました。

　成　績

優　勝　刀川キミ・渡辺幸子組

準f憂月券　誼]ｷｸｴ･L㈲真砂子罷L

三　位　大橋和枝・川俣勝子艦L

　なお、上位３雁Lは!Ｏ月

１日に行われた石橋地区

消火競技大会に出場しま

した。

優
勝

三
位

（
中
央
）
準
優
勝
（
右
）

（
左
）
の
入
賞
者

望される方は、町民生部福祉課へご連絡くださ

い。

敬
老
の
つ
ど
い
で
楽
し
い
一
日

　
長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
一
日
を
楽
し

く
過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と
、
町
主
催

の
「
敬
老
の
つ
ど
い
」
が
９
月
］
ハ
ー
日
、

壬
生
中
央
公
民
館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
町
内
に
住
む
壁
或
以
上
の
方
約
９
０

０
名
が
こ
の
日
出
席
さ
れ
、
町
長
ほ
か

町
執
行
部
、
町
議
会
議
長
な
ど
が
出
席

し
て
の
式
典
や
、
各
種
演
芸
が
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
式
典
で
町
長
は
｛
当
町
に
は
、
9
0
成

　
　
　
’
｝

以
上
の
方
が
１
３
９
名
い
ら
っ
し
や
い

ま
す
。
福
祉
日
本
一
と
言
わ
れ
て
い
る

姉
妹
都
市
の
水
口
町
（
滋
賀
県
）
に
負

け
な
い
よ
う
、
壬
生
町
の
福
祉
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
の
高
間

信
義
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
た
あ
と
、
参

加
者
の
方
々
は
、
続
い
て
行
わ
れ
た
浪

曲
・
漫
才
な
ど
の
演
芸
を
満
喫
し
、
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

12
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９
月
５
目
、
壬
生
中
央
公
民
慾
火
ホ
ー
ル
で
壬
生
町

小
・
中
学
校
音
楽
祭
が
行
わ
れ
、
町
内
1
0
小
・
中
学
校

の
児
童
・
生
徒
が
、
こ
の
日
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
て

き
た
合
唱
・
合
奏
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
唱
歌
「
箱
根
人
里
」
の
作
訓
令
で
あ
り
、
郷
土
の
誇

る
音
楽
教
育
家
・
鳥
居
沈
に
ち
な
ん
で
昨
年
よ
り
設
け

ら
れ
た
鳥
居
　
詫
賞
が
、
今
年
度
の
優
秀
校
稲
葉
小
学

校
と
壬
生
中
学
校
に
贈
ら
れ
、
ご
子
孫
の
鳥
居
誠
一

郎
・
恭
子
（
東
京
都
在
住
）
ご
夫
妻
の
手
に
よ
り
、
記

念
杯
と
賞
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
中
学
校
は
９
月
2
9
日
、
小
学
校
は
1
0
月
２
日

に
郡
犬
合
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
合
唱
で
は
安
塚
小
、

鳥屈性賞が鳥居

誠一郎氏より手

渡される

壬
生
北
小
、
壬
生
中
、
合
奏
で
は
稲
葉

小
、
睦
小
、
羽
生
田
小
、
壬
生
小
、
南

犬
飼
中
が
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

生交番所長、人見壬生町女性ドライバ=七万=

自転車乗用者への:注意

ました。　　　　　∧

第36会県商工会親善野球大会

壬生町商工会チーム

　　　　２度目の優勝を飾る
　９月７日、県総合運動公園で行われた第36回栃

本県商工会親善野球大会において、壬生町商工会

チームが15年ぶり２度目の優勝を飾りました。

　当日は、県内の予選を勝ち抜いてきた代表チー

ムによる熱戦が展開され、１日３試合という強行

日程のなか、壬生町商工会チームは抜群のチーム

ワークを発揮し、見事栄冠を手にしました。　’

　また、古潭正明選手が最優秀選手に選ばれました。

　
社
会
福
祉
法
人
栃
の
本
会
（
関
　
裕

子
理
事
長
）
が
、
地
域
の
人
々
と
の
交

流
の
一
環
と
し
て
お
こ
な
っ
て
き
た
盆

踊
り
大
会
が
、
今
年
か
ら
装
い
を
新
た

に
「
栃
の
本
会
感
謝
祭
」
と
し
て
お
こ

な
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
９
月
1
4
日
、
狽

協
医
科
大
学
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
感
謝
祭
は
南
犬
飼
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ

ど
も
た
ち
に
人
気
の
ミ
二
四
駆
大
会
な

ど
の
イ
ペ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
会
場
は
多

く
の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ン
ド
の
演
奏
で
幕
を
開
け
、
壬
生
和
犬

競
合
、
国
谷
幼
稚
園
児
に
よ
る
演
奏
の

ほ
か
、
鬼
怒
川
ウ
エ
ス
タ
ン
村
ス
タ
ッ

フ
の
特
別
参
加
で
行
わ
れ
た
ウ
エ
ス
タ

ン
シ
ョ
ー
、
五
段
囃
子
、
お
み
こ
し
、
子

う

j

･

　
　
　
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
短
　
　
歌

あ
き
ら
め
居
し
夫
が
帰
還
し
呆
然
と

庭
に
立
ち
居
し
還
き
夏
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
佳
世
子

書
籍
小
包
手
渡
し
バ
イ
ク
に
去
り
ゆ

け
る
高
校
生
の
真
っ
白
き
シ
ャ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
　
ヒ
ロ

敬
老
金
は
じ
め
て
貰
い
お
め
で
と
う

と
言
わ
れ
て
な
ぜ
か
詫
し
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
尾
　
壮

甥
姪
の
世
代
と
な
り
て
古
里
は
遠
く

な
り
っ
つ
あ
る
を
寂
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
綾
子

　
　
　
俳
　
　
句

桔
扇
机
上
の
ほ
こ
り
払
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

ク
レ
ー
ン
の
伸
び
き
つ
て
お
り

秋
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
文
二

い
つ
の
聞
仁
侠
曲
に
継
が
れ
虫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
愛
子

友
を
待
つ
手
持
無
沙
汰
や
秋
扇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
津
　
ハ
ナ
’
ヽ
‘

一
ｊ
タ
ー
！
’
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｊ
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｆ
－
ｊ
‘
－
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○日　時　平成10年２月10日(火)

　　　　　開場：午後６時

　　　　　開演：午後６時30分

Ｏ会　場　壬生中央公民館

　　　　　　　　(城址公園ホール)

○入場料　５、０００円(全指定席)

　※入場券は、壬生中央公民館、

　　稲葉・南犬飼出張所、烈壬生

　　町施設振興公社事務所(総合

　　公園内)で取り扱っています。

Ｏ主　催　賢壬生町施設振興公社

Ｏ後　援　壬生町教育委員会

○間合せ先

　壬生中央公民館四８２－ ０１ ０８

　回壬生町施設振興公社fi86－7 1 1 7

～

　 ｀ ～ - ／

○
日

時

1
2
月
1
4
日
（
且

開
場
二
十
後
１
時

開
演
足
－
後
１
時
3
0
分

○
会
　
場
　
壬
生
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
（
城
址
公
園
ホ
ー
ル
）

○
入
場
料
　
１
、
０
０
０
円
（
全
自
由
席
）

※
入
湯
呑
は
、
壬
生
中
央
公
民
館

　
稲
葉
・
南
犬
飼
出
張
所
、
燧
壬

　
生
町
施
設
振
興
公
社
事
務
所

　
（
総
合
公
園
内
）
で
取
り
扱
っ

　
て
い
ま
す
。

○
主
　
催
　
鴇
壬
生
町
施
設
振
興
公
社

Ｏ
後
　
援
　
壬
生
町
教
育
委
員
会

○
問
合
せ
先

壬
生
中
央
公
民
館
�
8
2
－
ｏ
ｌ
ｏ
８

詐
壬
ル
ー
町
施
諾
皿
答
礼
�
8
6
－
７
１
１
７

◎日　時

　　平成IO年３月３日(火)

　　開場：午後６時

　　開演：午後６時30分

○会　場

　　壬生中央公民館

　　　　(城址公園ホール)

○入1易料

　Ａ席：３、０００円(指定席)

　Ｂ席：２、０００円(自由席)

　※入場券は、11月７日(金)

　から壬生中央公民館、稲

一

葉・南犬飼出張所、門壬生町施設振興公社事務所（総合
公園内）で取り扱います。

８

７

回壬生町施設振興公社

壬生町敦育委員会

壬生中央公民館fi82－ 0 1 0

只壬生町施設振興公社四８←７ １１

Ｏ主　催

Ｏ後　援

Ｏ問合せ先

寄
　
付
　
（
社
会
福
祉
協
議
言

言
数
字
は
寄
付
回
無

会
２
万
７
千
３
７
０
円
⑧

　
パ
土
フ
ー
ア
イ
ド
ル
お
客
様
一
同
様

会
３
千
円
③
　
　
　
　
野
口
百
合
子
株

会
２
千
円
①

　
　
テ
ッ
ト
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｉ
〇
ツ
「
ｙ
こ
休

会
７
千
円
⑥
　
　
　
　
渡
部
　
和
平
様

会
３
千
円
①
　
　
　
　
渡
部
あ
や
子
株

会
１
０
０
万
円
①
　
　
高
久
　
カ
ネ
様

会
３
千
円
⑥

　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
婦
入
部
様

会
５
千
８
６
０
円
⑩

　
　
　
　
　
ａ
ｍ
・
ｐ
ｍ
壬
生
本
丸
店
様

会
１
万
円
⑩
　
　
　
　
渡
辺
岩
五
郎
様

会
２
万
円
⑤
壬
生
町
商
工
会
婦
人
部
様

会
1
0
万
円
①
　
　
　
　
染
谷
　
文
行
様

14

　
１
１
月
の
納
税
等

●
国
民
健
康
保
険
税
（
５
期
）

　
　
　
　
（
納
期
限
１
２
月
１
日
）

●
国
民
年
金
言
‥
月
分
）

　
　
　
　
（
納
期
限
‥
目
月
2
8
日
）

　
納
期
限
間
際
は
、
納
付
窓
口

が
大
変
込
み
合
い
ま
す
。
早
め

に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

ﾌﾞ1こ:………まyぢめ=万う……=ごきﾀﾞ……

　　　　10月１日現在

総人口40,144人（　28）

‥男/19,773人卜24）

=j/如U3社人:………=………(j…………0ﾚ=jlJjj

112,692世帯=(▽15)二

　(　)内は前月比
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